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本学は平成11年4月に保健医療福祉分野の専門家を養成する大学として開学し、これまでに約6,700名を輩出
してきた。 
この間、平成21年4月に念願の大学院修士課程を設置、平成27年には大学院博士後期課程を設置して平成29
年度には完成年度を迎える。 
このように研究者を育成する大学院の設置には若干時間を要したが、教員による研究は不断に進めてきてお
り外部科学研究費の獲得件数も年々増加の傾向にあって、保健医療福祉系の大学の中では決して引けを取らな
いところに来ている。 
一方、社会に目を向けると少子高齢社会という大きな課題に直面し、国はその方策の一つとして地域包括ケ
アシステムの構築を推進している。 
本学の研究教育上の目的は、「現代社会を構成する市民としての豊かな教養、確かな倫理観と人間観を基盤に、
保健医療福祉分野における専門的な知識と技術とともに多職種との連携と協働に必要な能力をもって、人々の
健康と生活を統合的に支え共生社会に貢献できる人材を育成する」ことであるが、この地域包括ケアには多職
種の連携・協働が不可欠で、本学が掲げてきた「連携と統合」の教育はこれからの社会に貢献できる人材育成
であったと確信し更なる進化を目指していただきたい。 
この度、埼玉県のご支援により設置できた研究開発センターは、長期にわたる基礎・応用研究に、保健・医
療・福祉分野における地域貢献という観点から取り組み、新たな知見や技術を創出することを目指すものであ
る。 
本センターの最初の取組は地域包括ケアに関する4つのプロジェクトであり、これらの取組が大きな成果を
上げて社会に貢献することを期待する。 
ところで、研究には基礎研究、応用研究および開発研究があり、保健医療福祉分野の学問は実学であるため
応用研究や開発研究を進めることが多くなるが、基礎研究の推進も不可欠であることを肝に銘じておくべきで
あろう。 
平成27年度に制定した基本理念「陶冶」、「進取」、「創発」は、それまでの教育理念および教育目標を踏まえ
て、埼玉県立大学に所属するすべての人々の理念として再構成したものであるが、保健医療福祉分野で研究を
進める上でも重要な理念であると考える。他者を思いやる心をもって、常に新しいことに挑戦し、多くの人と
の繋がりによってその成果が創発されるのである。 
多少三題噺めいているが、やはりこの基本理念を胸に研究を進めていただきたくお願いする。 
いずれにしても、開学19年目にして漸く研究と教育の両輪が完成することを心より喜び、研究開発センター
の創設によって本学が研究の面で更に大きく羽ばたいていくことを願うところである。 
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